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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

　本体部と該本体部に保持される塗布部とから構成され、

　該本体部は、保持部、光源部、電源部、及びスイッチ部とからなり、該保持部に塗布部
を保持するとともに、該スイッチ部を介して光源部と電源部とを電気的に接続可能とし、
　該塗布部は、塗布部分に対して直接光を照射するため光源部の光を塗布部の先端部分方
向へ導出して先端部分を光り輝かせるように内部を透光可能とする繊維状の透光材料の方
向を揃えて繊維束とした上で、

　該本体部の光源部を、塗布部において形成するものであって、外部と連通し、該繊維束
により外方向を閉塞自在とする孔内に位置させてなる

　ことを特徴とする化粧料塗布体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】

　本願発明は、頬紅、白粉、ファンデーション、又はアイシャドウ等の粉状化粧料の塗布
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に使用する化粧料塗布体に関する。
【背景技術】
【０００２】

　従来、粉状化粧料の塗布に使用する化粧料塗布体の一つである化粧筆は、馬や山羊等の
獣毛や化学繊維を束ねたものが一般的である。そして、実際に粉状化粧料を塗布するにあ
たっては、照明等によって適度な明るさを確保する必要がある。
【０００３】

　ところが、化粧料を塗布するにあたって、常に照明等によって適度な明るさを確保する
ことができるとは限らないものである。

　そのため、内蔵する光源によって塗布に際して必要となる明るさを確保できるようにす
るものがある（特許文献１及び特許文献２参照）。すなわち、特許文献１である実開平２
－１４２２１８号公報における棒状化粧品の容器は、容器底部内に電池とともに発光体を
内装するとともに、容器内周面に一端に照明部に連接し、他端は発光体に近接するように
配置される透明材料で光を通す部材を設け、該発光体の光を透明材料で光を通す部材を介
して照明部から外部に光を出してなるものであり、また特許文献２である実用新案登録第
３１５１５１３号公報における化粧装置は、本体内に電源ユニットとともにランプを収容
し、スイッチの切り替えにより化粧具の根元の自由端を発光させてなるものである。
【０００４】

　しかしながら、上記実開平２－１４２２１８号公報における棒状化粧品の容器及び実用
新案登録第３１５１５１３号公報における化粧装置のいずれも塗布部分に対して離れた位
置から光を照射するもの、すなわち塗布部分に近接して光を照射するものではないので、
光の照射範囲は広くなる反面、該塗布部分では光が分散して明るさが低下してしまうもの
である。
【０００５】

　また、塗布部分に直接触れる塗布体のみが発光するものもあるが、光源の光を塗布体へ
他の部品を介して送っているので構造が複雑になるとともに、光源と発光する塗布体とを
分離することで光源が塗布部分に接近するため、塗布部分での光の明るさは十分に確保で
きる反面、光の照射範囲は狭くなってしまうものである。
【０００６】

　特に、粉状化粧料の塗布では、まず広範囲の塗布部分に対して塗布作業を行わなければ
ならず、しかも暈かし等では塗布部分全体のバランスを考慮しながら化粧料の塗布に濃淡
を付けることもあるので、暗所での粉状化粧料の塗布においては、塗布部分に対して広範
囲にわたり、万遍なく、しかも強い光を照射する必要がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】

【特許文献１】実開平２－１４２２１８号公報
【特許文献２】実用新案登録第３１５１５１３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】

　解決しようとする問題点は、暗所での粉状化粧料の塗布にあたって、簡単な構造により
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、塗布部分に対して広範囲にわたり、万遍なく、しかも強い光を照射することができない
点である。
【課題を解決するための手段】
【０００９】

　第１の特徴として、

　本体部と該本体部に保持される塗布部とから構成され、

　該本体部は、保持部、光源部、電源部、及びスイッチ部とからなり、該保持部に塗布部
を保持するとともに、該スイッチ部を介して光源部と電源部とを電気的に接続可能とし、
　該塗布部は、塗布部分に対して直接光を照射するため光源部の光を塗布部の先端部分方
向へ導出して先端部分を光り輝かせるように内部を透光可能とする繊維状の透光材料の方
向を揃えて繊維束とした上で、

　該本体部の光源部を、塗布部において形成するものであって、外部と連通し、該繊維束
により外方向を閉塞自在とする孔内に位置させてなるものである。
【００１０】

　そのため、光源部の光は、光源部が位置する塗布部を透過し、及び該塗布部をなす繊維
状の透光材料の表面に反射し、さらには塗布部をなす繊維状の透光材料の内部をも透過す
るものである。

　その結果、光源部の光は塗布部の先端部分方向へ導出され、塗布部の先端部分は光り輝
いて、塗布部分に対して直接光を照射するものとなる。そして、光源部の光は該塗布部の
側面部分方向へも導出されるので、保持部より露出する塗布部の側面部分も光り輝いて、
塗布部分の周囲に対して光を照射するものとなる。

　以上のように、本体部の保持部より露出する塗布部の先端部分のみならず側面部分も光
り輝いて光を照射することから、簡単な構造により、塗布部分に対して広範囲にわたり、
万遍なく、しかも強い光を照射することができるものとなる。
【００１１】

　ここで、光源部における光源の個数、色及び配置の変化にあわせて、本体部の保持部よ
り露出する塗布部全体の輝きが変化するので、化粧具としての意匠性を多様化させること
もできるものである。

　さらに、光源部には電球の他、別の用途との兼用を考慮して、例えばＬＥＤも使用する
ことができるものである。そのため、光源部に使用するＬＥＤでは、紫外線を含まず、肌
に有効な波長を特定して浴びせることができるので肌が持つ本来の再生力を復活させるこ
とができるものであって、特に青色ＬＥＤはアクネ菌の生成するポリフィリンに集光する
ことからニキビ肌に対する殺菌効果があり、赤色ＬＥＤは血行を促進して新陳代謝を促し
、コラーゲンの浸透を補助するものとなる。

　その上、光源部には、光源部の光を透過させつつ光源部を保護させるために透明のカバ
ー体を装着するものであるが、特に光源部にＬＥＤを使用する場合では、該カバー体は直
進性の高いＬＥＤの光を拡散させ、またグラデーションなどの模様を描いて意匠性を向上
させることもできるものである。
【００１２】
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　ところで、上記塗布部をなす繊維状の透光材料は、塗布部分に対して広範囲にわたって
万遍なく、しかも強い光を照射することができるように、効率よく内部で光を透過させ、
しかもその表面では光を反射させるものであることが必要である。そのため、塗布部であ
る繊維束をなす繊維状の透光材料には、ナイロン、ポリエステル、ＰＢＴ等が適当である
。
【００１３】

　そして、上記塗布部の繊維束をなす繊維状の透光材料は、塗布部分である肌に直接接触
するので、塗布作業時における塗布部分である肌への刺激性を緩和させる必要がある。そ
のため、該繊維状の透光材料においては、例えば先端を先細状としたり、またウェーブ処
理を施して柔軟性を向上させても良いものである。特に、塗布部をなす繊維状の透光材料
に対してウェーブ処理を施すことによって、上述のように柔軟性を向上させることができ
るとともに、塗布部を形成する繊維状の透光材料間にランダムな隙間が発生して光源部の
光が該隙間を通して外部へ導出されることとなるので、塗布部の先端部分及び側面部分を
より光り輝かせることができるものとなる。
【００１４】

　さらに、塗布部内に形成される孔によって塗布部をなす繊維状の透光材料はより容易に
変形し易くなるものである。その結果、塗布部の変形に合わせて塗布部内に形成される孔
内に位置される光源の光は、孔内では繊維状の透光材料によって乱反射が減って塗布部の
先端部分及び側面部分へより強く導出されるので、塗布部の変形部分においてより強く光
り輝くこととなって、塗布部分に対して広範囲にわたり、万遍なく、しかもより強い光を
照射することができ、さらに塗布部における繊維状の透光材料の密度が低減することから
塗布部自体の柔軟性がより高まって、塗布部分への密着性が非常に向上するものとなる。
【発明の効果】
【００１５】

　本願発明は、塗布部内に位置させる光源部の光によって、塗布部の先端部分及び側面部
分を効率よく光り輝かせて塗布部分に対して広範囲にわたって万遍なく、強い光を照射す
ることができるので、暗所においても簡易かつ正確に粉状化粧料を塗布することができる
優れた効果を有するものである。
【図面の簡単な説明】
【００１６】

【図１】図１は、本願発明の実施例である化粧料塗布体の正面図である。
【図２】図２は、本願発明の実施例である化粧料塗布体の斜視図である。
【図３】図３は、本願発明の実施例である化粧料塗布体の平面図である。
【図４】図４は、本願発明の実施例である化粧料塗布体のＡ－Ａ断面図である。
【図５】図５は、本願発明の実施例である化粧料塗布体における光の照射範囲（矢印）を
示すＡ－Ａ断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】

　簡単な構造で、暗所において、粉状化粧料を簡易かつ正確に塗布するために塗布部分に
対して広範囲にわたって万遍なく、しかも強い光を照射できるように、光源部を塗布部内
に位置させ、光源部の光を保持部より露出する塗布部の先端部分のみならず側面部分にも
導出して光り輝かせることで実現した。
【実施例】
【００１８】
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　図１において示すのは、本願発明の実施例である化粧料塗布体１である。そして、該化
粧料塗布体１は、本体部２と該本体部２に保持される塗布部１０とから構成されるもので
ある。
【００１９】

　そして、該本体部２は、保持部３、光源部４、電源部５及びスイッチ部６からなるもの
である。

　まず、該保持部３の内部には、中央に両端を開口した透明な円筒部３ｂを形成した受け
部３ａが固持されているものである。そして、該保持部３では後述する繊維状の透光材料
１０ｂからなる繊維束１０ａである塗布部１０を一体に保持し、該円筒部３ｂでは後述す
る光源部４のＬＥＤ４ａを内部に収納する透明のカバー体４ｂを塗布部１０方向へ突出さ
せてなるものである。

　そして、該光源部４は外周面の一部に雄ネジ部４ｃを螺設するとともに、一端に先端を
湾曲面とする筒部４ｄを有し、光源部４のＬＥＤ４ａを保護すると共に、光を拡散させる
透明のカバー体４ｂと、その内部に収納される光源であるＬＥＤ４ａからなるものである
。

　さらに、該電源部５は、前記カバー体４ｂ内において直列に配置する複数の電池５ａ、
及び後述するスイッチ部６により電気的に接続可能となるように前記ＬＥＤ４ａに接続さ
れる配線５ｂとからなるものである。

　また、該スイッチ部６は、互いに回転自在となるよう一体に保持され、内周面に前記カ
バー体４ｂの外周面の雄ネジ部４ｃと螺合する雌ネジ部７ａを螺設したネジ体７、その内
周面にネジ８ａを螺設したスイッチ本体８、及び該スイッチ本体８内において、ネジ８ａ
に嵌合する杆体９ａを一体に形成し、先端に前記配線５ｂと接触して電池５ａ及びＬＥＤ
４ａを含めた閉回路を形成する一部を湾曲部９ｃとしたスイッチ板９ｂを固持してなるス
イッチ棒９とからなるものである。従って、スイッチ本体８の回転により該スイッチ棒９
は長手軸方向に沿って前進又は後退自在となるものである。

　ここで、上記化粧料塗布体１を構成する、保持部３、光源部４、電源部５及びスイッチ
部６において、保持部３と光源部４とは回転不能に一体に固持され、光源部４と電源部５
とは光源部４内に電源部５が収納され、さらに光源部４とスイッチ部６とは光源部４のカ
バー体４ｂの外周面の雄ネジ部４ｃとネジ体７の内周面に螺設した雌ネジ部７ａとが着脱
自在に螺合してなるものである。
【００２０】

　一方、該塗布部１０は、内部を透光可能となる繊維状の透光材料１０ｂの方向を揃えて
繊維束１０ａとして前記本体部２の保持部３内において保持されるとともに、該塗布部１
０内において外部と連通する孔１０ｃを形成するものであって、前記光源部４のＬＥＤ４
ａを該塗布部１０の孔１０ｃ内に位置させてなるものである。
【００２１】

　本願発明の実施例である化粧料塗布体１は以上の構成を具えるので、該化粧料塗布体１
の使用にあたって塗布部１０全体を光り輝かせる場合には次のようにするものである。

　まず、スイッチ部６のスイッチ本体８を回転させることで、スイッチ本体８内に螺設す
るネジ８ａと嵌合する杆体９ａを一体に形成したスイッチ棒９は前進する。
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　そして、前進した該スイッチ棒９は、その先端に固持するスイッチ板９ｂを変形させな
がら、カバー体４ｂ内に収納された電池５ａにその湾曲部９ｃを接触させるとともに配線
５ｂを電気的に接続して、電源部４のＬＥＤ４ａへ通電することによって光り輝くもので
ある。

　ここで、塗布部１０の孔１０ｃ内に位置しているので、該ＬＥＤ４ａの光は、塗布部１
０の先端部分１０ｄのみならず側面部分１０ｅへも導出されるものである。

　その結果、図５において示すように、保持部３に保持される塗布部（斜線部に相当する
。）のうち、保持部３より露出する塗布部１０全体がＬＥＤ４ａの光によって光り輝く（
黒矢印に相当する。）ので、塗布部分に対して広範囲にわたって万遍なく、しかも強い光
を照射して、塗布部分に対して簡易かつ正確に粉状化粧料を塗布することができるととも
に、化粧料塗布体１自体の意匠性を向上させることができるものである。
【００２２】

　その上、塗布部１０に形成される孔１０ｃによって塗布部１０は容易に変形して塗布部
１０をなす繊維状の透光材料１０ｂに疎密が生じ、該孔１０ｃ内に位置するＬＥＤ４ａの
光が繊維状の透光材料１０ｂの疎密に合わせて透過するので、塗布部１０の変形部分にお
いてより強く光り輝き、塗布部分に対してより強く照射することができ、さらに塗布部１
０における繊維状の透光材料１０ｂの密度が低減することで塗布部１０自体の柔軟性がよ
り高まって、塗布部分への密着性が非常に向上し、確実に化粧料を塗布することができる
ものである。
【００２３】

　一方、使用後にＬＥＤ４ａを消灯する場合には、スイッチ部６のスイッチ本体８を逆回
転させ、スイッチ本体８内で前進したスイッチ棒９が後退するとともに、変形していたス
イッチ板９ｂは元の形状及び位置に復帰して、スイッチ板９ｂと電池５ａとが分離するも
のとなる。その結果、カバー体４ｂ内に収納される配線５ｂの通電は断たれ、ＬＥＤ４ａ
は消灯するものとなる。
【００２４】

　なお、電源部５の電池５ａを交換するためには、スイッチ部６のスイッチ本体８と一体
となったネジ体７を回転させることで、カバー体４ｂ内に収納され、直列に配置された複
数の電池５ａが露出するので、容易に電池５ａを取り出して交換することができるもので
ある。
【産業上の利用可能性】
【００２５】

　本願発明の化粧料塗布体は、暗所においても簡易且つ正確に粉状化粧料を塗布すること
ができるので、多様な塗布体に適用することができる。
【符号の説明】
【００２６】

　１　　化粧料塗布体

　２　　本体部

　３　　保持部

　３ａ　　受け部
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　３ｂ　　円筒部

　４　　光源部

　４ａ　　ＬＥＤ

　４ｂ　　カバー体

　４ｃ　　雄ネジ部

　４ｄ　　筒部

　５　　電源部

　５ａ　　電池

　５ｂ　　配線

　６　　スイッチ部

　７　　ネジ体

　７ａ　　雌ネジ部

　８　　スイッチ本体

　８ａ　　ネジ

　９　　スイッチ棒

　９ａ　　杆体

　９ｂ　　スイッチ板

　９ｃ　　湾曲部

　１０　　塗布部

　１０ａ　　繊維束

　１０ｂ　　繊維状の透光材料

　１０ｃ　　孔

　１０ｄ　　先端部分

　１０ｅ　　側面部分
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